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は
十
数
年
前
、飯
田
の
人
形
劇
カ

ー
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バ
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中
合
作
の
舞
台
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人
形
劇
『
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国
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演
の
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形
美
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・
川
本
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八
郎
さ
ん
寄
贈
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人
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「
飯
田
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本
喜
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人
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美
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館
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、本
町
１
丁
目
ト
ッ
プ
ヒ
ル
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第
二
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
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「
三
国
志
」「
平
家
物
語
」
な
ど
、
約
２
０
０
体
の
人
形
に
出
会
え
る
ほ
か
、
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
上
映
・
人
形
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
備
え「
人
形
劇
の
ま
ち
飯
田
」の
拠
点
施
設
と
し

て
、人
形
が
醸
し
出
す
芸
術
と
歴
史
の
香
り
を
お
届
け
し
ま
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ま
た
館
内
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
て
い
ま
す
の
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
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家
族
で
、ご
友
人
を
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っ
て
、ぜ
ひ
ご
来
館
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だ
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http://www.city.iida.nagano.jp/puppet/kawamoto/

飯 田 文 化 会 館 �
川本喜八郎人形美術館�

10265（23）3552�
10265（23）3594…（3/25から）�

■問合せ�

ホームページ�

人形・アニメーション作品を展示する「ギャ
ラリー（展示室）」（約220㎡）のほか、作品を鑑
賞したり、アニメーション創作体験の場とし
て活用したりできる「スタジオ（体験室）」（約
70㎡）、落ち着いた風情の中庭に面した「ホワ
イエ(展示ロビー)」（約170㎡）があります。�

美術館のシンボル諸葛亮孔明像があります。
120インチの大型スクリーンで映像を楽しめ
る「映像ホール」（約75㎡）、気軽に映像鑑賞や
語らいができる「交流ゾーン」があります。�

人形・資料などを収める「収蔵庫」（128㎡）が
あります。�

１階

２階

３階

川本喜八郎人形美術館　 施設概要
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見どころ３　アート感覚あふれる人形アニメーション
�
　川本芸術の真髄は、アニメーションフィルムの１コマ＝
24分の１秒に凝縮されています。1コマごとに練り上げら
れた光・造形・動き。それらによって紡ぎ上げられるドラ
マは、他では味わえない魅力にあふれています。人形アニ
メーション作品を上映する映像ホールは定員50人で、課
外学習や団体での利用にぴったりです。�

見どころ２　人形に込められた「日本の美」
�
　日本の伝統の美と技を徹底的に取材して人形
が作られていることにも注目です。ＮＨＫ人形
劇「平家物語｣ の人形美術をはじめ、世界のア
ニメーションフェスティバルで数々の賞を受賞
した川本監督の代表作「道成寺」「火宅」、最新
作「死者の書」などで発揮されている見事な造
形技術にご期待ください。�

見どころ1　「三国志｣のオリジナル人形が集結！
�
　ＮＨＫ人形劇 ｢三国志｣ で登場した人形のすべてを収
蔵します。開館を記念し「序章　三国志英雄伝」と銘
打ち、三国志物語を代表する53体を展示します。どう
ぞご期待ください。�
　　｢人形は作られるのではなく､生まれて来るもの｣と
川本さんは語ります｡乱世に生きた英雄たちを演じるた
めに生まれた人形の放つ生命の鼓動をお聴きください。�

月曜日（祝日は開館）、祝日の翌日、年末年始�

小中学生、高校生�

一 般 �

休 館 日�

開館時間� 入 館 料 �
個人� 団体�

400円�300円�

200円�150円�

※団体料金は20人以上です�
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、
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何
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無
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史
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　NHK人形劇「三国志」「平家物語」の人形美術家として広く知ら
れる一方、文楽や能などへの深い造詣から生まれた「道成寺」「火宅」、
最新作「死者の書」などで人間の本質に迫るアニメーション作品を
発表。国内外で揺るぎない評価を得る。�
　人形との対話という深遠なる創造行為の果てに、人形たちは命を
吹き込まれ、観る者の心の奥底を揺さぶる。川本さんはこう語る。�
「人形は、その役のためにだけ生まれてきて、演じているとき、そ
の生命は花ひらき、終わると、微かな生命に戻るひたむきな存在」�

ギャラリー・スタジオ（３階）　　   午前10時～午後７時�
交流ゾーン・映像ホール（２階）　午前10時～午後10時�

「三国志」より関羽�「三国志」より関羽�「三国志」より関羽�

「花折り」より大名�「花折り」より大名�「花折り」より大名�「花折り」より小坊主�「花折り」より小坊主�「花折り」より小坊主�

「三国志」より曹操�「三国志」より曹操�「三国志」より曹操�

「平家物語」より源義経�「平家物語」より源義経�「平家物語」より源義経� 「平家物語」より能登守教経�「平家物語」より能登守教経�「平家物語」より能登守教経�

かす�
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天竜川下り�
　13：30～15：45�

▼参加費�
　天竜舟下り　　（弁天～時又）１人5,300円（バス代含む）�
　天竜ライン下り（天竜峡～唐笠）１人5,600円（　　〃　　）�
▼最少催行人数 15人�

　３つのオプショナルツアーを企画しました。いずれ
も飯田の魅力を満喫できる内容になっています。ぜ
ひ、ご参加ください。�
※天候により、コースを変更する可能性もあります
ので、あらかじめご了承ください。�

川本喜八郎人形美術館と和菓子探訪の旅�
　13：30～15：30�
　3月 25日にオープンする飯田市川本喜八郎人形
美術館と老舗自慢の和菓子の数々をお楽しみく
ださい。�

▼参加費　１人1,500円（入館料、試食和菓子代）�

南アルプス国立公園・遠山郷めぐり�
　13：30～17：15�
　日本のチロルと呼ばれる絶景をお楽しみください。�

▼参加費　１人5,800円（バス代含む）�
▼募集人数　25人（最少催行人数15人 )

飯田の夜桜を堪能していただきます。全区間バスで移動します。（開花状況により内容を変更する場合があります）�
　　　　　　　※桜の場所を特定するために通称名で記載している部分があります（②も同じ）�
１コース�

“くよと”の枝垂れ桜　　加賀沢橋の桜�

　　黄梅院の枝垂れ桜　　桜丸の夫婦桜　　安富桜�

２コース�

安富桜　　大宮通り桜並木�

　　黄梅院の枝垂れ桜　　麻績の里 舞台桜・石塚桜�

３コース�

大宮通り桜並木　　専照寺の枝垂れ桜�

　　正永寺の枝垂れ桜　　黄梅院の枝垂れ桜�

　　桜丸の夫婦桜　　安富桜� 黄梅院の枝垂れ桜�

大宮通り桜並木（大宮通桜祭り風景）�

① 夜桜鑑賞会� 4/9　19：00～�

飯田の名桜とともに、文化や歴史にふれるコースです。（開花状況により内容を変更する場合があります）�
市街地コースは歩いて巡ります。�

② 現地見学会� 4/10　9：00～�

③ オプショナルツアー� 4/10　13：30～�

天龍峡コース�

天龍峡の桜　　“くよと”の枝垂れ桜�

　　水城お立ち符の桜　　三石の枝垂れ桜�

飯田市街地コース�

大宮通り桜並木　　安富桜�

　　桜丸の夫婦桜　　専照寺の枝垂れ桜�

　　正永寺の枝垂れ桜　　黄梅院の枝垂れ桜�

麻績の里コース�

麻績の里 舞台桜・石塚桜・元善光寺�

　　大宮通り桜並木　　安富桜　　桜丸の夫婦桜�

（毛賀）� （東栄町）�

（江戸町）� （追手町）� （追手町）�

（座光寺）�

（伝馬町）�

（江戸町）�

（松尾）� （下久堅知久平）�
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4/9（月）～10（火）�
　南信州には、樹齢300年以上の古桜や、樹形の美しい名桜が数多く残っているこ
とから、全国的にも注目されています。�
　この度「全国さくらシンポジウム」を開催することとなりました。桜の魅力や保護
活動などについて、全国から集まる皆さんと一緒に考えます。大勢の皆さんの参加を
お待ちしています。�

場所：飯田文化会館（閉会式までは申し込み不要です）�

受付開始�
開会式�
記念講演�
○演題「桜色のあるまちづくり」�

○講師　見城美枝子さん（ジャーナリスト）�

活動報告�
○桜保存会活動の連携（仮題）　山形県 置賜さくら会�

○環境と桜の古木の樹勢　（財）日本花の会�

○飯田地方の桜レビュー　市内の桜保護活動団体�

表彰式・閉会式�
交流会　場所：シルクホテル�
市内名桜特別鑑賞企画（夜桜鑑賞会）…右ページ①�
※交流会～夜桜鑑賞会の参加費は5,500円です。参加

希望の方は3/20までに観光課にお申し込みください。�

�

11：00～�

13：00�

13：45�

�

�

15：00�

�

�

�

16：30�

17：30�

19：00

「シンポジウム記念」植樹�
場所：子どもの森公園�

現地見学会…右ページ②�
○天龍峡コース�

○飯田市街地コース�

　（記念植樹参加可能）�

○麻績の里コース�

※飯田市街地コースを除く現地

見学会の参加費は1,000円です。

参加希望の方は3/20までに観

光課にお申し込みください。�

�
�
オプショナルツアー…右ページ③�
�

  9：00�

�

  9：00�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

13：30�

�

4/9　13：00～21：004/9　13：00～21：004/9　13：00～21：00 4/10　9：00～11：504/10　9：00～11：504/10　9：00～11：50

■申込・問合せ　産業経済部　観光課　10265（22）4851

名桜・古桜から学ぶまちづくり�

飯田駅前　文化会館のシャトルバスを�
運行します（11：00～17：00）�

主催�
2007全国さくらシンポジウムin飯田 実行委員会�
財団法人日本花の会�

主催�
2007全国さくらシンポジウムin飯田 実行委員会�
財団法人日本花の会�
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　自己適合宣言から4周年を迎える1月22日、コーディネー

ターにＮＧＯ「環境市民」代表　本育生さん、パネラーに多

治見市長西寺雅也さんを迎え、牧野市長とのトップ会談を

行いました。持続可能な地域社会に向けて、市民、行政が

協働して取り組むことが重要であると確認しました。

　1月21日、第22回ムトス飯田賞の表彰

式と18年度ムトス飯田応援事業の助成

を受けた16団体の交流会がありました。

　今回の飯田賞を受賞した「ひさかた

和紙保存会」と「フローラル伊賀良」の

２団体は、参加した皆さんの温かい拍手

の中で表彰を受けていました。

　交流会では、4つの分散会でそれぞれ

の団体の皆さんが活動を発表しあいな

がら、新たな交流の輪を広げていました。

　１月27日に市役所で、講演会「フィンランド教育と

飯田の教育」を開催。集まった皆さんは、大正期の飯

田の自由教育などがフィンランドの教育改革に影響を

与えたことなど興味深く聞いていました。

お互いの活動を参考に�
ムトス飯田交流会�

地育力講演会�

飯田から発信を�

ムトス飯田賞を受ける2団体�

分散会で発表する「モーリー君の紙芝居」�

すぎもと いく お

 
中嶋博早大名誉教授の講演�
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　1月21日～22日、緑ヶ丘・上村・遠山

中学校の生徒が、伊勢市の中学生36

人を迎えて行いました。1日目は、それぞ

れの学校を紹介した後、水引体験などで

交流を深め、2日目は、一緒にスキー体験

をしました。

　この2日間の貴重な経験が、次代を担

う生徒たちの今後に生かされ、交流や人

的ネットワークがさらに広がっていくことを

望みます。

　2月1日～4日、台北市内の百貨店など4カ所で、市長

も訪台して、市田柿、南水、そして南信州飯田をPRしま

した。今田人形座の上演も行われ、文化交流・観光誘

客・地場産品輸出のパッケージ戦略を展開しました。

挑戦！環境首都への道�台湾チャレンジ �
市田柿フェア2007

ISO14001自己適合宣言記念�

伊勢市との中学生交流会�

充実した２日間�

 

互いに学校を紹介しました�

スキー体験風景�

左から　本さん、西寺さん、牧野市長�

� 2007.3.1［広報いいだ］�

リピーターも多く、台湾消費者への浸透を実感�
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この小さな孔が�
「耳前瘻孔」�
この小さな孔が�
「耳前瘻孔」�

　
小
さ
い
子
ど
も
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ん
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お
持

ち
の
ご
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親
、
祖
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母
の
方
は
、

一
度
子
ど
も
さ
ん
の
耳
を
よ
く

ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
耳

の
周
囲
に
ポ
ツ
ン
と
針
穴
ほ
ど

の
孔
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
体
に

で
き
た
不
必
要
な
孔
の
こ
と
を

瘻
孔
と
い
い
ま
す
。�

　
耳
の
少
し
前
に
で
き
る
こ
と

が
多
い
こ
と
か
ら
耳
前
瘻
孔
と

か
、
耳
介
瘻
孔
、
耳
瘻
管
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
病
気
は
生

ま
れ
つ
き
の
も
の
な
の
で
、
小

さ
な
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
学
童
期
に

診
断
が
つ
く
こ
と
が
多
い
で
す
。

普
段
は
症
状
が
な
い
た
め
、
炎

症
を
起
こ
さ
な
い
と
成
人
期
ま

で
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
し
ま

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
病
気
で
最
も
厄
介
な
の

は
、
細
菌
感
染
を
起
こ
し
や
す

く
、
ひ
と
た
び
感
染
を
起
こ
す

と
な
か
な
か
治
ま
ら
な
い
こ
と

で
す
。
孔
か
ら
侵
入
し
た
細
菌

が
、
ア
リ
の
巣
の
よ
う
に
な
っ

た
皮
下
ト
ン
ネ
ル
を
伝
わ
っ
て

周
囲
に
広
が
り
、
痛
み
・
腫
れ
・

発
赤
・
熱
感
な
ど
の
炎
症
症
状

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
抗
生

物
質
の
内
服
や
外
用
を
行
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
改
善
し
な
い

こ
と
も
あ
り
、
た
び
た
び
膿
を

出
す
切
開
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
細
菌
感
染
は
ト
ン
ネ
ル

が
残
っ
て
い
る
限
り
く
り
返
さ

れ
る
た
め
、
子
ど
も
さ
ん
に
と

っ
て
は
深
刻
な
問
題
な
の
で
す
。�

　
こ
の
不
要
な
皮
下
ト
ン
ネ
ル

は
、
結
局
手
術
を
行
っ
て
除
去

す
る
し
か
な
い
の
で
す
が
、
私

た
ち
治
療
を
行
う
側
に
と
っ
て

も
、
治
療
を
受
け
る
子
ど
も
さ

ん
に
と
っ
て
も
、
炎
症
を
起
こ

す
前
に
手
術
を
済
ま
せ
る
こ
と

が
た
い
へ
ん
有
意
義
な
こ
と
で

す
。�

　
瘻
孔
を
見
つ
け
た
か
ら
と
い

っ
て
大
急
ぎ
で
手
術
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
育
園

な
ど
に
通
う
よ
う
な
年
齢
か
ら

感
染
例
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
た
め
、
３
〜
４
歳
く
ら

い
ま
で
に
治
療
を
済
ま
せ
る
の

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。�

�

市立病院　形成外科�
阿部  直 樹  医師�

　
2
月
初
旬
、
台
湾
の
旧
正

月
前
の
「
歳
末
セ
ー
ル
」
の

時
期
に
合
わ
せ
、
昨
年
に
引

き
続
き
「
市
田
柿
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は

今
田
人
形
座
の
皆
さ
ん
に
中

心
市
街
地
の
デ
パ
ー
ト
前
で

人
形
浄
瑠
璃
を
披
露
し
て
い

た
だ
き
、
市
田
柿
の
ほ
か
に

梨
の
南
水
も
販
売
し
ま
し
た
が
、

大
変
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

台
湾
に
お
い
て
も
南
信
州
ブ

ラ
ン
ド
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
よ

う
で
す
。�

　
飯
田
市
で
は
地
域
経
済
活

性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し

て
「
台
湾
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
20

年
に
お
よ
ぶ
人
形
劇
を
通
じ

た
台
湾
と
の
文
化
交
流
に
よ
っ

て
培
わ
れ
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
基
盤
に
、
南
信
州
へ
の

観
光
誘
客
と
地
場
産
品
の
輸

出
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
今
回
の
フ
ェ

ア
で
は
、
市
と
友
好
協
定
を

締
結
し
て
い
る
立
命
館
ア
ジ

ア
太
平
洋
大
学
の
台
湾
出
身

の
教
授
や
留
学
生
の
皆
さ
ん

か
ら
助
言
し
て
も
ら
い
、
台

湾
の
方
々
に
付
加
価
値
の
高

い
産
品
と
し
て
受
け
入
れ
て

も
ら
え
る
よ
う
包
装
等
に
工

夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。�

　
さ
ら
に
、
3
月
に
催
さ
れ

る
「
台
湾
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」（
昨
年
の
入
込
客

数
は
史
上
最
高
の
6
7
8
万

人
と
の
こ
と
）に
は
、
鼎
の
屋

台
獅
子
が
5
連
参
加
し
ま
す
。

地
域
文
化
を
基
盤
に
、
内
外

の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
錦

織
り
な
す
「
台
湾
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

は
、
飯
田
の
強
み
を
存
分
に

発
揮
し
た
も
の
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。�

そ
の
27
　�

TEL.0265-21-1255

TEL.0265-22-5060

地
域
文
化
が
支
え
る
「
台
湾
チ
ャ
レ
ン
ジ
」�

耳
の
前
の
孔
（
耳
前
瘻
孔
）�

あ
な�

じ    

ぜ
ん  

ろ
う  

こ
う�

じ     

ろ
う   

か
ん�

じ      

か
い   

ろ
う   

こ
う�

ほ
っ    

せ
き�

は�

う
み�
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日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

　
私
の
将
来
の
夢
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
な
る
こ
と
で
す
。�

　
こ
の
前
か
わ
ら
ん
べ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
あ
っ
た
時
に
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
の
有
森
裕
子
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
私
の
そ
ば
で
い
っ
し
ょ
に
走
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

寒
く
て
つ
ら
か
っ
た
け
れ
ど
元
気
を
も
ら
い
、
が
ん
ば
れ
ま
し

た
。
こ
の
気
持
ち
を
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
も
同
じ
よ
う
に

感
じ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
も
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
な

れ
た
ら
、
世
界
中
の
み
ん
な
に
元
気
や
感
動
を
わ
け
て
あ
げ
た

い
で
す
。�

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク�

選
手
に
な
り
た
い�

感動したこと�

　今年は暖冬で雪が少ないのは嬉しい

のですが、これからの季節に少し不安

も感じます。ところで、毎年この時期

になると、東京に住む主人の両親から

決まって届く物があります。それは、

段ボール箱いっぱいの“カイロ”!!

　東京では「長野県」といえば飯田市

でも雪国のイメージらしく、転勤以来ずっと続いています。

　今年のように暖かい冬では特に使う機会もないのですが、

郵便配達業務をしている主人に寄せる親心を思うと、とても

「もういいよ」とは言い出せず、ここ数年分はしっかり蓄積

状態です。そして今年も……。

　毎年この荷物が届くたびに、心配してくれる両親の存在を

本当にありがたく感じて、とても温かい気持ちになります。

毎月市民の皆さんに、�

1. 私の健康法�
2. 感動したこと�
3. 今がんばっていること�
4. まちづくりへの提言��
４つの項目の中から選んで
語っていただき、�
次の方にバトンタッチする
「リレートーク」です。�
次はあなたの番かも・・・�

先月の伊藤恵 さん（上村）からのリレー�

花と笑顔が�
いっぱいのまちづくり�

　フローラル伊賀良は、地域を花いっ
ぱいで明るくしたいと願う人たちの集
まりです。平成12年に発足し、現在18
人の会員が活動しています。�
　その活動内容は、春と秋の年２回、
「花の選定、種まき、土作り、ポット
移植」を行い、育てた苗を各地区へ配
布します。苗の配布数は、春秋それぞ
れ5,000ポットが目標です。�
　配布した苗は、各地区や福祉施設な
どで、大勢の皆さんが植える場所や植
え方などに工夫を凝らしての花壇づく
りに使われています。�

　こうして私たちは、自主的な花いっ
ぱい運動の輪＝「花壇づくり」を地域
へ広げることにより、潤いのある美し
い生活環境を作り、心優しく笑顔の絶
えない伊賀良地区の実現を目指してい
ます。この活動が認められ、18年度の
ムトス飯田賞をいただきました。 �
　これからも、仲間の輪を大切にしな
がら、子どもから大人まで含めた地域
の皆さんとつながりのある花壇づくり
に携わっていきたいと思います。ピン
セットから弾け飛んでしまいそうな小
さな種が、芽を出し苗となり、大きな
花を咲かせる日を思い描きながら…。�

石濱洋子さん（鼎）�
いし�はま�よう�こ�

うめ�むら�え� み�

梅村映美 さん�
（鼎小６年）�

フローラル伊賀良�

　代表　水上　律 さん�
みず�かみ� りつ�
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廃
車
、
名
義
変
更
の�

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か�

支
所
の
名
称
を�

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
に
変
更�

国
民
健
康
保
険�

学
生
用
保
険
証
の
交
付�

飯
田
市
制
施
行
　
周
年�

記
念
式
典�

70

����

○
第
２
部�

　
午
後
１
時
５０
分
か
ら�

　
記
念
行
事
（
ま
ち
づ
く
り
へ

　
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）�

▼
問
合
せ�

　
企
画
課
　
企
画
調
整
係�

　
内
線
２
２
２
６�

���

　
４
月
の
地
域
自
治
組
織
の
発

足
に
伴
い
、
１３
の
地
区
に
あ
る

支
所
の
名
称
が
「
自
治
振
興
セ

ン
タ
ー
」
に
変
わ
り
ま
す
。�

　
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
ま
で
の
支
所
の
業
務
を
引
き

継
ぎ
、
新
た
に
地
域
協
議
会
に

関
す
る
事
務
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

　
橋
北
・
橋
南
・
羽
場
・
丸
山
・

東
野
の
５
地
区
は
、
市
役
所
本

庁
舎
２
階
に
新
た
に
自
治
振
興

セ
ン
タ
ー
の
「
共
同
事
務
所
」

を
設
け
、
窓
口
業
務
を
除
く
地

域
協
議
会
に
関
す
る
事
務
な
ど

を
行
い
ま
す
。�

▼
問
合
せ�

　
庶
務
課
　
自
治
振
興
係�

　
内
線
２
１
２
１�

�������

　
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
は
、

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
自
動
車
や
バ
イ

ク
な
ど
を
知
人
に
譲
っ
た
場
合

は
「
名
義
変
更
」
、乗
ら
な
く

な
っ
た
場
合
は
「
廃
車
の
手
続

き
」
が
必
要
で
す
。�

※
軽
自
動
車
税
に
は
月
割
課
税

　
制
度
が
な
く
、
４
月
１
日
現

　
在
の
所
有
者
が
、
そ
の
年
度

　
の
全
額
を
納
め
る
こ
と
に
な

　
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　
い
。�

▼
手
続
窓
口�

○
普
通
車
、
軽
自
動
車
、
１
２

　
５
Ｃ
Ｃ
を
超
え
る
バ
イ
ク�

　
長
野
運
輸
支
局
松
本
自
動
車

　
検
査
登
録
事
務
所
、
軽
自
動

　
車
協
会
松
本
支
所�

※
自
家
用
自
動
車
協
会
や
自
動

　
車
販
売
店
で
も
で
き
ま
す
。�

○
原
付
バ
イ
ク
や
農
耕
車
な
ど

　
の
小
型
特
殊
自
動
車�

　
市
役
所
税
務
課
・
各
支
所
・

　
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー�

����

※
市
役
所
各
支
所
で
は
ナ
ン�

　
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
持
参
し
た

　
廃
車
手
続
き
の
み
で
き
ま
す
。�

▼
問
合
せ�

○
自
動
車
税�

　
下
伊
那
地
方
事
務
所
税
務
課�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）０
４
０
５�

○
軽
自
動
車
税�

　
税
務
課
　
諸
税
係�

　
内
線
５
１
４
３�

���

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
、

就
学
の
た
め
他
市
町
村
へ
住
所

を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
申
請

に
よ
り
学
生
用
保
険
証
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

▼
申
請
方
法�

　
国
民
健
康
保
険
証
、
在
学
証

　
明
書
ま
た
は
学
生
証
（
コ�

　
ピ
ー
可
）
を
持
参
し
、
保
健

　
課
国
保
係
、市
役
所
各
支
所
・

　
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
、
り
ん

　
ご
庁
舎
市
民
証
明
コ
ー
ナ
ー

　
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
保
健
課
　
国
保
係�

　
内
線
５
５
２
３�

�����������

　
飯
田
市
は
、
昭
和
１２
年
４
月

１
日
に
市
制
を
施
行
し
、
今
年

で
７０
周
年
を
迎
え
ま
す
。�

　
平
成
１９
年
は
「
自
治
基
本
条

例
」「
地
域
自
治
組
織
」「
第
５

次
基
本
構
想
基
本
計
画
」
な
ど

市
政
の
新
し
い
枠
組
み
が
ス�

タ
ー
ト
す
る
歴
史
的
な
節
目
の

年
で
す
。�

　
こ
の
市
制
施
行
７０
周
年
を
記

念
し
て
式
典
を
開
催
し
ま
す
の

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時�

　
３
月
３１
日
g�

　
午
後
０
時
４０
分
〜
３
時
３０
分�

▼
場
所�

　
飯
田
文
化
会
館�

▼
内
容�

○
第
１
部�

　
午
後
０
時
４０
分
か
ら�

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
記
念
式
典�
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■問合せ　学校教育課　内線2577

小・中学校の通学校指定について�

事由�

小学校６年生または中学校３年生で転学により著
しく教育に支障をきたす場合�

特殊学級（特別支援学級）へ入級する場合�

心身に障害のある児童等で通学距離その他の事情
を考慮することが必要な場合�

通院治療を要し、指定された学校からの通院が困難
な場合�

母子家庭または父子家庭で帰宅後の児童等の保護
が不可能な場合�

住宅の新築または改築のため、一時的に指定された
学校の通学区域外から通学する場合�
次のアからエまでのいずれにも該当する場合�
ア　指定された学校より近くに学校があり、指定さ
　　れた学校までの通学距離と、近くにある学校ま
　　での通学距離を比較すると、近くにある学校ま
　　での通学距離が、指定された学校までの通学距
　　離の２分の１以下であること。�
イ　指定された学校までの通学距離が2キロメート
　　ルを超えること。�
ウ　指定された学校までの通学路と近くにある学校
　　までの通学経路を比較した場合に、近くにある
　　学校への通学経路の方が通学上の安全の確保が
　　図られること。�
エ　近くにある学校に児童等を受け入れる態勢があ
　　ること。�

教育的配慮からやむを得ないと教育委員会が認め
た場合�

許可する期間�

　教育委員会では、お住まいの地区により、通学する小・中学校を指定しています。�
　次の事由に該当する場合は、保護者からの申し出により指定された学校以外の市
内の学校への通学を許可しています。�

卒業までの期間�

変更事由が消滅するまでの期間�

卒業までの期間�

変更事由が消滅するまでの期間�

変更事由が消滅するまでの期間�

小学校低学年まで（低学年から
引き続き変更する必要がある場
合は卒業までの期間）�

教育委員会が必要と認める期間�

卒業までの期間�

美
博
の
暖
房
を
停
止�

サ
ン
ヒ
ル
ズ
い
い
だ�

休
館
日
変
更�

勤
福
セ
ン
タ
ー
の�

予
約
受
付
期
間
変
更�

3月の納税�

納税には便利な口座振替を
ご利用ください�

税目�

納期�

国民健康保険税(3月分)

4月2日(月)

���
　
美
術
博
物
館
で
は
、
空
調
設

備
の
改
修
工
事
の
た
め
、
次
の

と
お
り
全
館
暖
房
を
停
止
し
ま

す
。�

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
暖
房
停
止
期
間�

　
３
月
２７
日
c
〜
３１
日
g�

※
期
間
中
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
の
投
影
は
中
止
さ
せ
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。�

▼
問
合
せ�

　
美
術
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８�

���

　
４
月
２
日
b
か
ら
、
飯
田
勤

労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
さ
ん
と

ぴ
あ
飯
田
の
予
約
の
受
付
期
間

を
変
更
し
ま
す
。�

　
月
の
最
初
の
平
日
に
３
カ
月

先
の
末
日
ま
で
予
約
が
で
き
ま

す
。（
例
え
ば
４
月
２
日
の
場

合
は
７
月
３１
日
ま
で
）�

▼
問
合
せ�

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）７
４
９
４�

�

���

　
４
月
１
日
a
か
ら
サ
ン
ヒ
ル

ズ
い
い
だ
の
休
館
日
を
次
の
と

お
り
変
更
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

�

▼
休
館
日
　
毎
月
第
１
木
曜
日
、

　
年
末
年
始�

※
浴
場
は
、
毎
週
日
・
木
曜
日

　
に
休
業
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ�

　
サ
ン
ヒ
ル
ズ
い
い
だ�

　
1
０
２
６
５（
２
６
）７
０
９
０�

�
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市役所議会棟第２委員会室�

■問合せ　飯田市選挙管理委員会事務局�  1 0265（22）4524　ＦＡＸ 0265（22）6140
Ｅ-mail：senkyo@city.iida.nagano.jp

長野県議会議員一般選挙�の投票日�

4月8日（日）は�投票時間　午前7時～午後8時�

※市役所、支所・自治振興センター、公民
館のほか、市内の郵便局（簡易郵便局を

除く）、新聞販売店、
コンビニエンスス
トア（サークルＫ、
ローソン）にも置
いていただいてい
ます。�
※選挙公報が入手で
きない方は、お問
い合わせください。�

選挙公報の新聞折り込みは�
4月3日（火）の朝刊の予定です�

※詳細はホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。�

○市外に滞在している方は、滞在地の選挙管理委員会で「不在者投票」ができます。�
○入院 (入所 )されている病院・老人ホーム等が指定施設なら全国のどの施設でも、施設内で不在者
投票ができます。�

○身体に重度の障害等がある方で一定の条件があれば、自宅で郵便等を利用して投票できます。�
　（「郵便等投票証明書」が必要です。詳細はお問い合わせください）�

不在者投票制度も用意されています�

告示日　3月30日（金）�

投票日に仕事、レジャー、冠婚
葬祭などで投票できない方は、
期日前投票をご利用ください�

（上村・南信濃地区　午前7時～午後7時）�

期間　4月3日c～6日f�
時間　午前8時30分～午後5時�

昭和 62年４月９日までに生まれた満 20歳以上の
日本国民で、平成 18 年 12 月 29 日までに飯田市�
に住民登録し、引き続き市内に居住している方が
対象です。�

※平成18年 12月 30日以降に飯田市に住民登録し
た方で、前住所地が長野県内の方は、前住所地
の市町村で投票できます。�
（「引き続き県内に住所を有する旨の証明書」が
必要です。詳細はお問い合わせください）�

投票所入場券を3月28日（水）から
郵送します�

期間　3月31日g～4月7日g�
時間　午前8時30分～午後8時�

竜丘公民館�
上村自治振興センター�
南信濃自治振興センター�

投票所名�

第１�

第４�

第５�

第７�

第38

第45

前回の投票所�

さんとぴあ飯田�
（勤福センター音楽室）�

慈光幼稚園�

飯田東中学校昇降口�

羽場中央公会堂�

三穂小学校体育館�

三日市場研修センター�

今回の投票所�

浜井場小学校体育館�

飯田市公民館玄関ホール�

東野公民館�

羽場公民館�

三穂多目的研修センター�

上の平生活改善センター�

投票所の変更�
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裏
界
線
フ
ォ
ー
ラ
ム�

伊
那
谷
文
化
芸
術
祭�

　
回
記
念
事
業�

歴
史
研
究
助
成
報
告
会�

歴
史
研
究
所
の
読
書
会�

我
が
家
の
環
境
大
臣�

20

○
創
作
ス
テ
ー
ジ�

　
「
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
の
コ
ラ

　
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
舞
台

　
発
表
」�

・
時
間�

　
午
後
２
時
３０
分
〜
５
時�

・
場
所
　
飯
田
文
化
会
館�

・
チ
ケ
ッ
ト�

　
小
学
生
以
上
　
５
０
０
円�

▼
問
合
せ
　
飯
田
文
化
会
館�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２�

���

　
歴
史
研
究
所
で
は
個
人
や
団

体
の
歴
史
研
究
活
動
に
対
し
て

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
こ
の
助
成
を
申
請
し
た
皆
さ

ん
が
研
究
報
告
を
行
い
ま
す
。�

　
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
３
月
１７
日
g�

　
午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分�

▼
場
所
　
歴
史
研
究
所
３
階�

▼
研
究
課
題
（
順
不
同
）�

○
近
世
に
お
け
る
名
主
と
村
人

　
―
信
濃
国
下
伊
那
郡
天
竜
川

　
流
域
村
を
素
材
と
し
て
―�

○
明
治
前
半
期
に
お
け
る
座
光

　
寺
村
の
中
老
・
若
者
の
活
動�

○
大
正
時
代
の
青
年
団
読
書
運�

���
　
飯
田
大
火
の
復
興
の
際
に
生

ま
れ
た
裏
界
線
を
、
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
見
つ
め
直
し
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。�

▼
日
時
　
３
月
２１
日
-�

　
午
後
１
時
〜
４
時�

▼
場
所
　
飯
田
信
用
金
庫
本
店�

　
２
階
大
会
議
室�

▼
内
容�

○
第
二
再
開
発
裏
界
線
プ
ロ�

　
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介�

○
特
別
講
演�

　
大
林
宣
彦
さ
ん
（
映
画
監
督
）�

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

▼
問
合
せ�

　
市
街
地
整
備
推
進
室�

　
内
線
４
６
５
０�

���

▼
期
日
　
３
月
１８
日
a�

▼
内
容�

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

　
「
地
域
を
元
気
に
！
今
求
め

　
ら
れ
る
市
民
文
化
活
動
」�

・
時
間�

　
午
後
０
時
３０
分
〜
２
時�

・
場
所
　
飯
田
人
形
劇
場�

　
動
か
ら
現
在
ま
で
の
「
読
書

　
会
」の
歴
史
を
、聞
き
書
き
を

　
中
心
に
し
て
調
べ
る�

○
飯
田
・
下
伊
那
地
方
に
お
け

　
る
ミ
チ
ュ
ー
リ
ン
農
法
の
受

　
容
と
衰
退�

○
長
野
県
の
’ら
し
さ
‘に
関
す

　
る
考
察
―
県
民
意
識
の
変
遷

　
と
唱
歌
「
信
濃
の
国
」
―�

※
当
日
発
表
を
行
わ
な
い
研
究

　
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�

���

　
飯
田
出
身
の
農
業
史
学
者
古

島
敏
雄
さ
ん
は
、
地
方
史
研
究

法
に
つ
い
て
も
大
変
優
れ
た
議

論
を
行
い
ま
し
た
。
わ
た
し
た

ち
が
地
域
社
会
の
あ
り
方
を
認

識
す
る
上
で
、
そ
の
方
法
論
は

重
要
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
読
書
会
で
は
古
島
さ
ん

の
論
文
「
地
方
史
研
究
法
」
の

一
部
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

解
説
し
、
今
こ
の
論
文
を
読
む

こ
と
の
意
義
を
皆
さ
ん
と
と
も

に
考
え
ま
す
。�

▼
日
時
　
３
月
２４
日
g�

　
午
後
２
時
〜
４
時�

▼
場
所
　
歴
史
研
究
所�

▼
参
加
費
　
３
０
０
円�

　（
テ
キ
ス
ト
代
、
当
日
集
金
）�

▼
申
込
締
切
　
３
月
１７
日
g�

※
参
加
希
望
の
方
は
事
前
に�

 

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
テ   

　
キ
ス
ト
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

　
ご
一
読
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�

���

　
お
気
に
入
り
の
も
の
を
長
く

大
切
に
使
う
、
旬
の
野
菜
を
食

べ
る
な
ど
、
エ
コ
ラ
イ
フ
は
と

て
も
身
近
な
も
の
で
す
。�

　
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
登
録
を

し
て
「
地
球
も
コ
コ
ロ
も
元
気

に
な
る
エ
コ
ラ
イ
フ
」
を
は
じ

め
て
み
ま
せ
ん
か
。
環
境
大
臣

か
ら
「
我
が
家
の
環
境
大
臣
」

の
任
命
証
も
発
行
さ
れ
ま
す
。�

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。�

　http://w
w
w
.eco-fam

ily.jp/�

※
複
数
の
家
族
で
グ
ル
ー
プ
登

　
録
す
る
と
登
録
キ
ッ
ト
な
ど

　
が
も
ら
え
ま
す
。
詳
細
は�

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
環
境
課
　�

　
内
線
５
２
４
９�
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日本マーチングリーグ（JM L）公式大会�
関東甲信越マーチングリーグ（KKML）公式大会�
国 際 市 民 ス ポ ー ツ 連 盟 公 認 大 会 �
オールジャパンウオーキングカップ長野県認定大会�
美しい日本の歩きたくなるみち500選公認大会�

飯田市制施行70周年記念

第21回�

大会テーマ�

「手づくりのおむすびを持って家族で歩こう」�

基本参加料（全員）※ゼッケン・地図・バッジ・保険料を含む�

事前申込�当日受付� 備考�

高校生以上�
２日参加�

１日参加�

大会誌､記念品付�

大会誌付�

中学生以下� 無料�

特別参加料（基本参加料に加算）�

コース� 事前申込� 備考�

大平コース� 6,000円� 大平宿宿泊費�1泊3食（28日夕29日朝昼食付）�

舟下りコース（20km）� 舟下り乗船代�1,400円�

主　催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�
飯田市、飯田市教育委員会、（社）日本ウオーキング協会�
長野県ウオーキング協会、中日新聞社、飯田・飯田長姫・�
飯田赤石各ライオンズクラブ、（財）飯田市体育協会、�
飯田市連合婦人会、飯田市ＰＴＡ連合会�

特別協賛・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
飯田信用金庫�

申し込み・問い合わせ�

下記の申込用紙にご記入の上、参加料を添えてお申
し込みください。�
　〒395-8501　飯田市大久保町2534�
　　飯田市教育委員会　スポーツ課内�
　　飯田やまびこマーチ実行委員会�
　10265（21）3001　ＦＡＸ0265（53）4546�
○市役所各支所・自治振興センター、各公民館、りん
　ご庁舎市民証明コーナーでも受け付けます。�
○大平コース・舟下りコースは3/31（土）締め切りです。�
　ほかのコースは大会当日まで受け付けます。�
　（3/31までにお申し込みいただいた方は、大会誌に
　お名前を掲載します）�

参加申込書�
氏　名� 生年月日� 住　所� 電話番号� 参加コース� 参加料�

28日　5・10・20・40・大平・舟下り�
29日　5・10・20・30・大平�
30日　せっかくウオーク（龍江）�

2,000円�
1,000円�
無 料 �

28日　5・10・20・40・大平・舟下り�
29日　5・10・20・30・大平�
30日　せっかくウオーク（龍江）�

2,000円�
1,000円�
無 料 �

28日　5・10・20・40・大平・舟下り�
29日　5・10・20・30・大平�
30日　せっかくウオーク（龍江）�

2,000円�
1,000円�
無 料 �

○大平コースは、28・29日の2日間連続参加で、基本参加料（2日参加）のほか宿泊代6,000円が必要です。�
○舟下りコースは、別途乗船代1,400円が必要です。○せっかくウオークのみ参加の方は、100円が必要です。�
○ご記入いただいた氏名・生年月日・住所・電話番号については、大会参加登録以外には使用しません。�

2,000円� 2,200円�

1,000円� 1,200円�

※申し込み後に参加を取りやめても参加料は返金できません。�

第21回�

キ リ ト リ �

－花と緑と陽光の中を－�
ひかり�

参加資格　事故防止のため、定められたコース�
　を歩き、スタート・ゴール時間、チェックポ�
　イントなどの大会規則をきちんと守れる方�

Ｔ・Ｓ・Ｈ�

　　年　　月　　日�

Ｔ・Ｓ・Ｈ�

　　年　　月　　日�

Ｔ・Ｓ・Ｈ�

　　年　　月　　日�

該当に○印�
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市内コース� ～　コースのご案内　～�
日�コース� コースの特徴（コース予定）道路状況により変更する場合もあります。�

28�
（土）�

40km

舟下り�
（20km）�

20km

10km

5km

6:50

7:50

8:45

7:00

8:00

9:00

名勝天龍峡までの起伏に富んだ市内一周コース（歩きたくなるみち500選）�
大宮神社～猿庫の泉・妙琴公園～笠松高原～佐倉様～七久里神社～小笠原資料館（書院）
～天龍峡・今田平～鵞流峡～松尾～美術博物館～りんご並木�

大宮神社～上郷トンネル～黒田人形浄瑠璃伝承館～別府護老神社～弁天港…時又港（舟
下り）～鵞流峡～松尾～美術博物館～りんご並木�
（注：特別参加料（乗船料）1,400円別途必要）�
南アルプスを正面に河岸段丘を下るコース（歩きたくなるみち500選）�
大宮神社～猿庫の泉・妙琴公園～笠松高原～佐倉様～伊賀良の庄～名古熊神社～りんご並木�

自然に親しむ公園めぐりコース（野底山森林公園・かざこし子どもの森公園を通ります）�
大宮神社～氷倉橋～野底山森林公園～柏原霊園～かざこし子どもの森公園～りんご並木�

赤石コース（飯田の風情を愉（たの）しむ、お子さんからお年寄りまで、気軽に歩ける丘の上コース）�
ご家族や市民の方々と会話を楽しみながら歩きましょう。（観光ガイド付きグループ歩行）�

30km

20km

10km

5km

6:50

8:50

7:00

9:00

眼下に広がるりんごの花の絨毯（じゅうたん）を堪能し、田園地帯を巡るコース�
大宮神社～柏原霊園～かえで街道～一本杉～御大の館～蘭ミュージアム～山吹選果場
～高森小学校～元善光寺・麻績の館～上郷城東～美術博物館～りんご並木�

森林公園から元善光寺を抜け、田園地帯を巡るコース�
大宮神社～柏原霊園～かえで街道～一本杉～御大の館～元善光寺・麻績の館～上郷城
東～美術博物館～りんご並木�

人形浄瑠璃の里・黒田コース�
大宮神社～上郷トンネル～黒田人形浄瑠璃伝承館～元善光寺・麻績の館～上郷城東～
美術博物館～りんご並木�

ふれあい愛コース（飯田市街地と子どもの森公園を巡る、親子で愉しむコース）�
りんご並木～美術博物館～飯田駅前～高羽第1公園～かざこし子どもの森公園～武道
館～桜並木�

途中かざこし子どもの森公園を通らない、比較的平らで障害のある方でも気軽に参加い
ただけるコースも設定します（ハーネットコース）※�

○28日（土）に別途、飯田市PTA連合会企画のPTAコース（８km）を開催します。募集・申込は、小中学校を通じて行います。�

大平コース（宿泊付き）２日間連続参加�

日� コース・日程�

7:45 8:00
中央公園～大平街道～大平宿（20km
コース）14:00大平着予定�

7:50 8:00
大平宿～鳩打林道～飯田（20kmコース）
14:00飯田着予定�

○特別参加料（宿泊代１泊３食）6,000円別途必要（大平宿民宿での　
　シュラフ宿泊となります。かまど・いろりを使って食事作りを体験します）�

せっかくウオーク　龍江地区を散策する10kmコースです。�

8:30出発～10:30ゴール予定　解散�

○集合場所：今田平農村広場�
○参加料：せっかくウオークのみ参加の場合100円�
　　　　（ゼッケン・記念バッジ・保険料）�

※障害のある方でサポートの必要な方は、飯田市広域障
　害者自立支援センター「ハーネット・いいだ」までお申
　し込みください。また、一緒に歩きながら必要なサポ
　ートをしていただける方も同時に募集しています。�
　詳しくは「ハーネット・いいだ」まで。�
　10265（56）4474　ＦＡＸ0265（56）4475

飯田やまびこマーチ　☆☆　ボランティアスタッフ募集！　☆☆�

◆期　　日　４/28（土）・29（祝）�
◆活動内容　受付・誘導・会場美化等・その他�
◆活動時間　○４/28（土）　5:30～17:00�
　　　　　　○４/29（祝）　5:30～16:00�
◆活動場所　中央公園（主会場）、ウオーキングコース�
◆募集対象　○中学生以上で、健康な方�
　　　　　　○活動に一人で参加できる方�
　　　　　　（会場までは各自でお越しください）�
◆応募方法　ご希望の方は、右記までご連絡ください。�
　　　　　　折り返し所定の申込書をお送りしますので、必要事項
　　　　　　をご記入の上3/31（土）までにお申し込みください。�

半日のみの
参加も歓迎
します�

〒395-8501　飯田市大久保町2534�
　飯田市教育委員会　スポーツ課内�
　飯田やまびこマーチ実行委員会�

1 0265（21）3001�
FAX 0265（53）4546�

　　E-mail　yamabiko@city.iida.nagano.jp

29�
（祝）�

出 発 式 �
時 刻 �

スタート�
時 刻 �

出 発 式 �
時 刻 �

スタート�
時 刻 �

日� 日程�出 発 式 �
時 刻 �

スタート�
時 刻 �

30（月）�8:15 8:30

飯田やまびこマーチホームページ�
　http://www.city.iida.nagano.jp/sports/�
　yamabiko/index.htm

28（土）�

29（祝）� その他のご案内�

○雨天でも大会は開催します。�

○受付は各コース出発1時間前から中央公園内で行い
　ます。�

○1日完歩された方には完歩証、2日間完歩された方に
　は大会参加回数バッジを差し上げます。�

○参加される方は事前に健康診断を受け、万全な健康
　管理のもとに参加してください。万一事故が発生し
　た場合、主催者は傷害保険に加入している範囲内及
　び応急処置以外の責任は負いません。�

○各コース途中に接待所がありますので、コップを各
　自でお持ちください。�
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お
姫
様
、
そ
れ
に
続
く
腰
元
な
ど
約
1
5
0
人
の
行

列
が
、
気
賀
関
所
か
ら
都
田
川
堤
の
桜
並
木
な
ど
を
歩
き
、

絢
爛
（
け
ん
ら
ん
）
豪
華
に
江
戸
絵
巻
を
再
現
し
ま
す
。�

○
期
日
　
３
月
31
日
g
、
４
月
１
日
a
�

○
場
所
　
気
賀
関
所
、
気
賀
商
店
街
、
都
田
川
堤
�

○
駐
車
場
　
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
名
湖
�

　（
浜
松
市
細
江
町
気
賀
）�

※
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
よ
る
送
迎
が
あ
り
ま
す
。�

■
問
合
せ
　
細
江
総
合
事
務
所
　
産
業
振
興
課
�

　
1
0
5
3
（
5
2
3
）
1
1
1
3

　
浜
名
湖
が
一
望
で
き
る
高
台
の
城
山
公
園
（
浜
松
市
引

佐
町
井
伊
谷
）
と
、
奥
山
公
園
（
引
佐
町
奥
山
）
に
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
祭
り
期
間
中
は
、
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
夜
桜
も
楽
し
め
ま
す
。�

○
期
日
　
３
月
24
日
g
〜
４
月
８
日
a
�

■
問
合
せ
　
引
佐
総
合
事
務
所
　
産
業
振
興
課
�

　
1
0
5
3
（
5
4
2
）
1
1
1
1

　
浜
名
湖
の
美
し
い
湖
面
と
沿
岸
が
織
り
な
す
四
季
折
々
の

景
色
と
、
気
賀
関
所
や
数
々
の
名
刹
な
ど
魅
力
あ
ふ
れ
る
歴
史

ス
ポ
ッ
ト
が
い
っ
ぱ
い
の
奥
浜
名
湖
。
春
に
は
桜
が
彩
り
を
添

え
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
風
光
明
媚
な
奥
浜
名

湖
に
映
え
る
桜
と
催
し
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

咲き誇る桜並木を歩く姫様�

■応募・問合せ�
　〒395-8501　飯田市大久保町2534　飯田市役所　生涯学習課内　飯田70景事務局　内線3571

　飯田市は昭和12年に市制を施行し、南信州の政治・経済の中心地として、歴史を紡
ぎ出してきました。�
　市制施行70周年を記念して、市内の風景や町並み、人々の暮らしぶりなどを写真映
像として残し、後世の歴史資源とするため作品を募集します。�

テーマ 特選　５点（賞状、賞金７万円、記念品）�

入選　10点（賞状、賞金３万円、記念品）�

佳作　55点（賞状、賞金２千円、記念品）�

応募点数

募集期間 ３月１日e～来年１月31日e

○個人の写真展や写真集などで発表したものについては、その内容を明記してください。�
○すでに他の何らかの賞を受賞した作品（類似品も含む）の応募や他の賞との二重応募はできません。�
○応募作品の返却希望者は、封筒にその旨を記入の上、返却用の封筒と切手を同封してください。�
○入賞作品の著作権は、飯田市に帰属します。�
○入賞作品は、飯田市が催す展覧会のほか、制作する作品集・パンフレットなどに使用します｡�
○入賞作品の撮影原板（フィルム）またはデジタルデータは飯田市に無償譲渡していただき広報活動
　などに使用します。�
○入賞作品の撮影者がほかの意図で作品を使用する場合には、飯田市と協議することとします。�

飯田市制施行70周年記念�

１人　10点以内�

応募サイズ モノクロ、カラーともに四つ切り（ワイドは不可）
またはＡ４のプリントに限ります。�
※デジタル作品も可とします。ただし、合成・特殊効果
　を施したものは除きます。�

「飯田市の今」�

応募方法 応募作品（写真）に、住所、氏名、年齢、職業、電話
番号と撮影データ（キャプション、撮影場所、撮
影日、撮影者（応募された方））を明記した「応募票」
を添付して提出してください。�

応募上の注意�

入賞

発表 来年２月に入賞者に直接通知します。�
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中
央
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通
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知
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りんご並木�
桜並
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伝馬町�
銀座�
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町
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■問合せ　南信州アルプスフォーラム事務局　1・FAX 0265（24）9950�
　　　　　ホームページ http://alpsforum.com/　E-mail：info@alpsforum.com�
■担当　　産業振興支援室　内線3511

試験運行の利用状況により、本格運行
を検討していきます。�

　南信州アルプスフォーラムでは、市街地「丘の上」の活性化を目指し、丘の上循環
チンチンバスを試験運行します。�
　りんご並木、動物園、川本喜八郎人形美術館など「丘の上」は魅力がいっぱいです。
多くの皆さんのご利用をお待ちしております。�

運行日� 3月24日g～５月27日aの土・日曜日および祝日�

運行時間� 午前9時～午後7時　（約30分間隔で運行）�

バス停� のぼり旗が目印です。�
（100～200ｍごとに設置します）�

運賃� 無料です。�

運行ルート�地図をご覧ください。�

主な仕事は、車内でのアンケート
回収や乗り降り補助です。�
※協賛していただける企業も募
　集しています。�

JR飯田駅�

飯田郵便局�

JR桜町駅�

美術博物館�

飯田合同庁舎�

動物園�

飯田市役所�

川本喜八郎�
人形美術館�

Ｎ�

市公民館�

バス運行スタッフ�
（ボランティア）を募集します�

交通事故発生状況�
（1月31日現在）�

件数・・・・45件（－14）�

死者・・・       ・・　1人（＋1）�

傷者・・・・59人（－12）�

（   ）内前年同期対比�

運転中�
　見逃さないで�
　　　　小さな手�

図
書
館
ま
つ
り�

実
行
委
員�

�������

　
読
書
の
推
進
と
、
さ
ら
に
身

近
な
図
書
館
を
目
指
し
て
開
催

す
る
図
書
館
ま
つ
り
の
実
行
委

員
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
応
募
資
格�

○
本
や
図
書
館
が
好
き
な
方�

○
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で

　
き
る
方
（
月
１
回
程
度
開
催

　
予
定
）�

▼
内
容
　
講
演
会
や
映
画
観
賞

　
会
な
ど
の
企
画
、広
報
、運
営�

▼
募
集
期
間�

　
３
月
１
日
e
〜
３１
日
g�

▼
応
募
・
問
合
せ�

　
図
書
館
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つ
り
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行
委
員
会�

　
（
中
央
図
書
館
）�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６�

�
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飯
田
市
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政
改
革
�
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進
委
員
�

北
方
市
民
菜
園
利
用
者
�

■問合せ　企画課　内線2224

　「住み続けたいまち　住んでみたいまち　飯田　人も自然も輝く　文化経済自立都市」
の実現に向け、新しい基本構想基本計画がこの４月からスタートします。�
　「住み続けたいまち　住んでみたいまち　飯田　人も自然も輝く　文化経済自立都市」
の実現に向け、新しい基本構想基本計画がこの４月からスタートします。�
　「住み続けたいまち　住んでみたいまち　飯田　人も自然も輝く　文化経済自立都市」
の実現に向け、市民の皆さんや地域、そして行政が協働して取り組む新しい基本構想基
本計画がこの４月からスタートします。�

第５次基本構想・基本計画レポート�第５次基本構想・基本計画レポート�第５次基本構想・基本計画レポート�最終回

　基本構想基本計画は、長期的な視点に立って進め
るこれからのまちづくりの方向や方法などを、体系
的具体的に整理したものです。�
　今まで、延べ13回にわたって、今回の第5次基本
構想基本計画の概要を説明してきましたが、最終回
にあたり、改めて今回の基本構想基本計画の主な特
徴を確認します。��
○飯田市のまちづくりの課題を46の施策として明
　確にしました。�
　10年後のめざす都市像「文化経済自立都市」を
実現するためにどのような取り組みが必要となる
のか。多くの市民が飯田市のまちづくりの課題を
共有するために、9つの「政策」と46の「施策」を
体系的に設定することで、まちづくりの課題を明
確にしました。��

○まちづくりの主体とその役割を提起し、5年間の　
　達成目標を設定しました。�
　「多様な主体による協働のまちづくり」の実現に
向け、具体的な課題として掲げた46の施策ごとに、
前期基本計画の最終年にあたる平成23年度の目標
値を設定しました。そして、その目標を達成するた
めに、市民、地域、事業所及び行政等の各主体の役
割を明確にしました。��

○継続的な改善と第3者評価によって目標の達成に
　取り組みます。�
　今回の計画では、実施した事業を計画的な改善
と評価、すなわちPDSサイクル（Plan(計画)―Do（実
行）―See（評価））の一連の過程を繰り返しながら
進行管理を行い、目標の達成に取り組みます。評価
や改革改善は、行政だけで行なうのではなく、市民
をはじめとする第3者評価によって、透明性や公平
性を高めながら進めます。�

動物園の�
休園日�

■問合せ 動物園�
10265（22）0416

3月 5 日b◆12日b�
　◆19日b◆22日e

◆26日b　　　　�

���
　
飯
田
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、

市
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
市
民
の
立
場
か
ら
審

議
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

▼
募
集
人
数
　
３
人�

▼
応
募
資
格�

　
飯
田
市
に
お
住
ま
い
で
、
次

　
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方�

○
４
月
１
日
現
在
、
２０
歳
以
上

　
の
方�

○
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出

　
席
で
き
る
方
（
年
間
２
〜
４

　
回
程
度
開
催
予
定
）�

○
飯
田
市
の
行
財
政
改
革
に
関

　
心
の
あ
る
方�

※
公
共
団
体
の
職
員
、
常
勤
の

　
公
務
員
の
方
は
応
募
で
き
ま

　
せ
ん
。�

▼
任
期�

　
平
成
１９
〜
２１
年
度
の
３
年
間�

※
会
議
は
公
開
で
行
い
、
委
員

　
と
し
て
表
明
さ
れ
た
意
見
は

　
公
表
さ
れ
ま
す
。�

▼
応
募
方
法
　
所
定
の
申
込
書

　
お
よ
び
次
の
い
ず
れ
か
の�

　
テ
ー
マ
で
８
０
０
字
以
内
に

　
ま
と
め
た
作
文（
様
式
任
意
）

　
を
企
画
課
へ
持
参
、郵
送
、Ｆ

　
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提�

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

○
作
文
の
テ
ー
マ�

・
「
行
政
と
市
民
の
役
割
の
あ

　
り
方
」�

・
「
飯
田
市
の
行
財
政
改
革
に

　
関
す
る
意
見
・
提
言
」�

※
申
込
書
は
、
市
役
所
企
画
課
、

　
各
支
所
・
自
治
振
興
セ
ン�

　
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。�

▼
募
集
期
間
　
３
月
１
日
e
〜�

　
２３
日
f
（
消
印
有
効
）�

▼
選
考
結
果
　
応
募
さ
れ
た
方

　
に
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

▼
応
募
・
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合
せ�
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０
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田
市
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市
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画
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行
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政
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革
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５
３
）４
５
１
１�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　ikikaku@
city.iida.nagano.jp�

���

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
で

　
菜
園
を
探
し
て
い
る
方�

▼
菜
園
の
所
在
地�

　
北
方
北
部
（
鼎
切
石
と
の
境
）�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
契
約
期
間
　
４
月
１
日
a
〜

　
来
年
３
月
３１
日
b�

▼
募
集
区
画
数
　
５
区
画�

▼
利
用
料
　�

　
１
区
画
（
４０
平
方
メ
ー
ト
ル
）

　
１
、０
０
０
円
　
　�

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　
し
、
決
定
者
に
連
絡
し
ま
す
。�

▼
応
募
方
法�

　
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明

　
記
の
上
、「
市
民
菜
園
利
用

　
希
望
」
と
記
入
し
て
、郵
送
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。�

▼
募
集
締
切
　
３
月
１６
日
f�

▼
応
募
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
２
４�

　
飯
田
市
東
栄
町
３
１
０
８
―

　
１�

　
産
業
振
興
支
援
室
　
労
政
係�

　
内
線
４
４
１
９�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

　
０
２
６
５（
５
２
）０
１
５
５�
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シ
ル
バ
ー�

パ
ソ
コ
ン
教
室�

障
害
者
の
料
理
教
室�

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座�

環
境
保
全
リ
ー
ダ
ー�

養
成
講
座
（
第
3
回
）�

録
音
図
書
作
成�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座�

飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア
2
0
0
6�

第
7
回
講
座�

�������

　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
パ
ソ
コ
ン
操

作
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。�

▼
対
象�

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
お
お
む

　
ね
６０
歳
以
上
の
方�

▼
開
講
日�

　
４
月
７
日
g
〜
７
月
２８
日
g

　
の
毎
週
土
曜
日
（
全
１６
回
）�

※
５
月
５
日
-
を
除
く
。�

▼
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午�

▼
場
所�

　
飯
田
ゆ
め
み
ら
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
カ

　
レ
ッ
ジ（
松
尾
明
、旧
飯
田
コ

　
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校
）�

▼
受
講
料
　
２
０
、０
０
０
円�

　（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）�

▼
定
員
　
２０
人�

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　
と
し
ま
す
。�

▼
申
込
締
切�

　
３
月
１６
日
f�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
介
護
高
齢
課
　
高
齢
者
係�

　
内
線
５
３
８
２�

���

　
朗
読
や
校
正
の
方
法
な
ど
録

音
図
書
を
作
る
た
め
の
知
識
、

技
術
を
学
び
ま
す
。�

▼
対
象�

　
お
お
む
ね
６０
歳
以
下
の
方
で
、

　
１２
回
す
べ
て
の
講
座
に
参
加

　
で
き
、
自
分
で
専
用
録
音
機

　
を
用
意
で
き
る
方�

▼
日
時�

　
４
月
〜
来
年
３
月
の
毎
月
第

　
３
水
曜
日
（
全
１２
回
）�

　
午
前
中
開
催�

▼
場
所
　
中
央
図
書
館�

　
２
階
研
修
室�

▼
申
込
締
切�

　
４
月
３
日
c�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
中
央
図
書
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６�
���

　
一
向
一
揆
、国
人
一
揆
、土
一

揆
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
に
お

い
て
成
立
し
た
日
本
中
世
の
一

揆
か
ら
、
多
様
性
と
共
通
性
を

抽
出
し
、
そ
の
否
定
と
継
承
の

両
側
面
か
ら
近
世
社
会
へ
の
移

行
を
考
え
ま
す
。�

▼
テ
ー
マ
　
中
世
一
揆
の
世
界�

▼
日
時
（
２
日
間
の
連
続
講
座
）�

○
３
月
１７
日
g�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
５
時�

○
３
月
１８
日
a�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時
３０
分�

▼
場
所
　
歴
史
研
究
所
３
階�

▼
講
師�

　
久
留
島
典
子
さ
ん
（
東
京
大

　
学
史
料
編
纂
所
教
授
）�

▼
募
集
人
数
　
３０
人�

▼
受
講
料
　
５
０
０
円�

　（
資
料
代
・
２
日
分
）�

※
１８
日
の
昼
休
み
に
は
、
講
師

　
を
囲
ん
で
の
昼
食
交
流
会
も

　
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

　
加
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�

���

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の

　
障
害
の
あ
る
方
で
調
理
が
で

　
き
る
方�

▼
日
時
　
４
月
〜
来
年
３
月�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時�

○
火
曜
コ
ー
ス�

　
毎
月
第
２
火
曜
日�

○
水
曜
コ
ー
ス�

　
毎
月
第
３
水
曜
日�

▼
場
所
　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田�

▼
参
加
費
　
無
料
（
材
料
費
別
）�

▼
定
員
　
各
コ
ー
ス
１０
人
程
度�

　（
先
着
順
）�

▼
申
込
締
切
　
３
月
２８
日
d�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
飯
田
市
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
２�

���

　
こ
の
講
座
は
、
地
域
で
生
活

す
る
聴
覚
障
害
者
を
支
援
し
て

い
た
だ
く
「
手
話
奉
仕
員
」
を

養
成
す
る
た
め
開
催
し
ま
す
。�

▼
対
象�

　
手
話
の
学
習
経
験
が
な
い
方

　
ま
た
は
２
年
程
度
ま
で
の
方

　
で
全
課
程
受
講
で
き
る
方�

▼
期
間
　
４
月
１９
日
e
〜
来
年

　
３
月
１３
日
e
（
約
８０
時
間
）�

▼
開
催
日
時
　
毎
週
木
曜
日�

　
午
後
７
時
〜
９
時�

※
年
数
回
、土
・
日
曜
日
に
行
う

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

▼
場
所
　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田�

▼
内
容�

　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
・

　
基
礎
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　
に
基
づ
く
講
座�

▼
受
講
料
　
８
、０
０
０
円�

　（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）
　�

▼
定
員
　
２０
人
程
度�

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選

　
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

▼
申
込
方
法
　
住
所
、氏
名
、年

　
齢
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

　
号
、手
話
学
習
経
験
の
有
無

　（
具
体
的
に
）、受
講
動
機
を

　
明
記
の
上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
受
付
期
間�

　
３
月
１５
日
e
〜
３１
日
g�

▼
受
講
の
可
否
　
後
日
連
絡�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
手
話
普
及
委
員
会
事
務
局
　

　
村
澤
さ
ん
ま
で�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

　
０
２
６
５（
５
２
）５
８
０
７�

���

▼
日
時
　
３
月
１９
日
b�

　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分�

▼
場
所
　
市
役
所
３
階
会
議
室�

▼
内
容
　
講
演
会�

○
演
題�

　
地
球
環
境
保
全
と
生
活
者
・

　
事
業
者
の
配
慮�

○
講
師
　
松
澤
肇
さ
ん�

　（
市
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
環
境
課
　
環
境
政
策
係�

　
内
線
５
２
４
９�

さ
ん�
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■問合せ　企画課　行財政改革推進係　内線2223

以下の９項目に集中的に取り組みます。�
また、毎年見直し、更に改革改善を進めます。�

＜募集＞飯田市の行財政改革について市民の立場から意見を述べていただく行政改革推進委員を募集します。�
　　　　詳細は、18ページをご覧ください。�

（注）予算の要求枠を対前年度比でマイナスにし、歳出予算の総額を抑える方式。�

行財政集中改革プランの概要行財政集中改革プランの概要
項　目�

特別会計等の�
取り組み�

その他の�
取り組み�

人材の育成�

経費節減等の�
財政効果�

5年間の効果額�
約35億円�

第3セクターの�
見直し�

給与等の適正化�

定員の適正化�

民間委託等の�
推進�

事務事業の�
再編整理�

19年度�20年度�21年度�22年度�23年度�

実施�

実施�

継続�
実施�

継続�
検討�

2.3億円�2.4億円�2.4億円�1.5億円�1.5億円�

3.4億円�

歳入確保�
（H17との比較）�

経費節減�
（H17との比較）�

3.9億円�5.1億円�5.7億円�6.7億円�

実施�

746

241

987

△14

△1.4

一般会計（人）�

特別会計（人）�

合計（人）�

H17.10.1に�
対する増減�

739

240

979

△22

△2.2

729

236

965

△36

△3.6

720

231

951

△50

△5.0

708

229

937

△64

△6.4

実施�
・�
検討�

実施�

取り組み事項�

＜組織機構改革＞�
第5次基本構想基本計画の着実な実行と行財政改革の推進
の観点から、より小さく、機能的・機動的、効率的な組織
のあり方を検討する。�

＜財政運営目標の設定＞�
一般会計の歳出規模を 400億円程度、地方債残高を歳出
規模（400億円）以内、主要4基金の残高を30億程度と
設定する。�

自主経営の意識を高め、一般会計からの繰出金、補助負担
金等の節減に努める。�

職員の人材育成基本方針の見直し�
資質向上のための研修を実施�
人事評価制度を充実し、能力・実績を重視した処遇へ活用�

＜歳入確保＞5年間の合計 約10億円�
・市税収納率の向上�
・遊休資産の売却�
・広告収入�
・特別会計等の料金の見直し　など�

＜経費節減＞５年間の合計 約25億円�
・職員削減による職員給与費の節減�
・旅費及び手当等の見直し�
・経常経費等のﾏｲﾅｽｼｰﾘﾝｸ（゙注）による削減�
・庁用車の台数削減　　など�

市の出資比率25％以上の第3セクターについて、2期連続
経営赤字の場合や累積赤字がある場合等は市が改善に関わ
る。�

国・県・民間の給与水準との比較によって適正な額とする。�
各種手当については、継続的に見直しを進める。�

第5次飯田市定員適正化計画（H17.10.1
～ H22.4.1）を基本として職員の削減
を実施する。�

※市立病院の医療職については病院経
営の視点から定員適正化計画から除
外しています。�

民間のノウハウを活かせる市有施設については、民間委託
等を推進する。受け皿となる団体の育成、支援を検討する。�

○指定管理者制度導入予定施設�
　→　スポーツ・文化施設を中心に　39施設�
○業務の委託範囲を拡大する施設�
　→　福祉施設を中心に　12施設　　　など�

毎年度、ＰＤＳ（計画、実行、見直し）サイクル（行政評
価システム）により事務事業を改革改善する。事務事業の
民間委託や廃止統合も検討する。�

（人）�
（％）�

※大綱・プランの詳細は市役所本庁舎受付、各支所・公民館窓口で配布します。�
　また、市のホームページでもご覧いただけます。�

各会計の計画に基づき、取り組みを実施�

各種手当の継続検討�

サービス基準が低下しないよ
うに留意し、地元合意の条件
が整った施設から実施�
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目標設定による推進とチェックを徹底し、多様な主体と協働して

　　　　　　　新たな行財政改革を進めます
目標設定による推進とチェックを徹底し、多様な主体と協働して

　　　　　　　新たな行財政改革を進めます
目標設定による推進とチェックを徹底し、多様な主体と協働して

　　　　　　　新たな行財政改革を進めます
目標設定による推進とチェックを徹底し、多様な主体と協働して

　　　　　　　新たな行財政改革を進めます
～飯田市行財政改革大綱・集中改革プランを策定しました～�

　改革改善を更に推進するため、市民の皆さんのご意見をいただきながら、平成19年度～23年度
の「飯田市行財政改革大綱」と、その実行計画「行財政集中改革プラン」を策定しました。�
　市では、昭和61年度に初めて行政改革大綱を策定して以来、時代背景や地域社会の状況に応じ
て見直しながら取り組みを続け、現在の行財政改革大綱 (平成 14年度～18年度 )では、毎年4億
円以上の成果を上げてきました。第5次基本構想・基本計画を着実に実行し、今まで以上に市民の
皆さんの信頼を得られるように、「選択と集中」による事業展開など、「市役所の変革」に総合的・
計画的に取り組みます。（施行は4月1日から）�
　今回は、この大綱・プランの概要をお知らせします。�

右肩上がりの経済とともに拡大してきた行政分野の見直しが必要となってきました�
○社会経済状況・行政需要の変化に応じた公共サービスの最適化が求められています�
○団体やNPOなど、公共の担い手が多様化しています�
○持続可能な地域経営を進めるためにも、基礎自治体としての政策立案・遂行能力の
向上が欠かせません�

○行政の担うべき役割を明確に設定し事務事業を展開する�
○多様な主体の役割分担を提案し、役割に沿った目標の設定と事務事業の構築
　を目指すとともに、多様な主体の活動を支援する�
○計画策定段階、事業実行段階における市民委員制度等の拡大�
○情報公開・共有の推進　　など�

行政の役割の明確化、
行政と民間の役割の
見直しと協働の促進

○自立し、持続可能な財政運営の実現�
　（歳入の確保、歳出の抑制、受益者負担の適正化など）�
○選択と集中の観点から施策の優先度、目標設定の明確化と、これに伴う財源、
　人的資源配分の重点化�
○施設管理の効率化、施設の統廃合、民営化等の推進とその成果の評価�
○職員数・人件費の適正化、組織機構改革　　など�

効率的、効果的な
行財政運営

○職員の資質向上、人事評価による能力・実績をより重視した職員処遇の確立�
○行政評価システムの機能充実　○窓口業務等のサービス向上�

良質な
行政サービスの提供

○職員のコンプライアンス（法令遵守）意識の徹底�
○行政評価システムによる内部評価を市民評価へと展開�
○行政評価結果、監査結果をわかりやすく公開　　など�

評価や監査による信
頼の確保、公平公正
な行政の実現

大綱で重点的に取り組む事項大綱で重点的に取り組む事項

策定の背景�策定の背景�

■重点分野とその他の分野を区別し、施策立案から事務事
業の実施まで目標設定による推進とチェックを徹底します。�

■市民の皆さんや地域自治組織をはじめとした団体、事業所
など、まちづくりの多様な主体と行政とが適切に役割分担
することを基本とします。�

■市民・地域・事業者・行政それぞれの役割に誇りと責任
を持ち、相互に信頼できる体制づくりを基本とします。�

行財政改革の基本方針行財政改革の基本方針

●行財政改革大綱の位置づけ●�

第５次基本構想基本計画

みんなの思いでうごくまち�基本目標�

政策� 市民と共に進める行政経営�

これを実現するための�
行財政運営の方針�

行財政改革大綱

大綱に基づく取り組みを�
集中的に実施するための計画�

集中改革プラン
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天竜川総合学習館�

通信�

通信�

■問合せ　公園事務局　10265（59）8080　ＦＡＸ0265（59）8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

これからの予定�

これからの講座予定�
対象 :小学 3年生以上　★基本時間　9:00 ～ 11:00

食の工房体験学習��
　10:30～13:00�
▼窯焼きピザ作り（マルガリータ）�
　3月18日a　材料費150円�
▼窯焼きピザ作り（カレー味）�
　4月8日a　材料費150円�

草もち作り�
3月24日（土）　9:00～12:30�
持ち物：筆記用具�

Pick Up

※このほか「モンクール絵本読み聞かせ」「アップルけんだまクラブ」「くぅーちゃんの紙きり教室」など祝日を中心に楽しい企画がいっぱい！�

グラウンドゴルフをしよう�
3月17日g　9:00～12:00�
持ち物：水筒、汚れても良い服装�
春の鳥を探そう（共催：信州野鳥の会）�
3月18日a　10:00～15:00　集合場所：ＪＲ川路駅�
持ち物：双眼鏡、水筒、弁当、筆記用具、帽子�
写真講座3（成人講座）�
3月28日d　持ち物：カメラ、筆記用具�
絵手紙を作ろう4（成人講座）�
4月5日e　持ち物：筆記用具�
伊那谷名物「ザザムシ」取り�
4月7日g　�
持ち物：水筒、長靴、ぬれても良い服装�
写真講座　撮影1（成人講座）�
4月11日d　持ち物：カメラ、筆記用具�

羊の毛を使って�
アクセサリーをつくろう��

　3月25日a　10:30～15:30�
　場所：なかまの館�
　材料費：600円～1,500円程度�
　道具代：200円�

わくわくドロップス�
フリーマーケット��

　4月14日g　10:00～15:00�
　場所：風の回廊�

森森探検隊��
　集合場所：なかまの館�
▼オリエンテーリング�
　3月24日g～25日a�
　10:30～12:00、13:30～15:00�
▼おたまたまたま、たまたまおたま�
　4月7日g　13:30～15:00�
　オタマジャクシを観察しよう�
▼公園まるっと探検隊�
　4月14日g�
　10:00～12:00、13:30～15:00�
▼宝さがし�
　4月15日a�
　10:30～12:00、13:30～15:00

なかまの館体験学習��
　10:00～12:00、13:30～15:00�
▼紙飛行機づくり＆飛行機あそび�
　3月21日-　�
　集合場所：わいわいホール�
▼染め物工房ももちゃん�

～さくら染め～�
4月1日a�
集合場所：風の
子倶楽部�

土の工房体験学習��
　10:00～12:00、13:30～15:00�
▼砂時計づくり�
　3月17日g�
▼てかがみづくり�
　3月31日g

陶芸教室かとちゃん��
　3月31日g～4月1日a�
　10:00～12:00　15人�
　13:00～15:00　15人�
　材料費：1,000円　※予約必要�

毎年恒例の草もち作りです！�
かわらんべ周辺にあるヨモギの新
芽を摘んで、
草もちにして
春の恵みをい
ただきましょ
う。�

春探しとアウトドアクッキング�
4月14日g　持ち物：水筒、軍手、筆記用具�

■申込・問合せ（講座は事前申込が必要です）�
　天竜川総合学習館かわらんべ　10265（27）6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/



市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。

市長の留守番電話�

場　所相談名 日　時 問合せ

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

こころの相談日�

障害のある方�
または�

ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

３月１３日（火）�
１３:００～１６:００�

３月９日（金）�
１３:３０～,１５:００～�

３月１１日（日）�
３月１８日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～土曜日�
９:００～１７:４５�

（第１水曜日は１７：１５まで）�
さんとぴあ飯田�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て支
援センター）�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯田中央保育園
1０２６５（２２）４１３３�

ハーネット・いいだ�
1０２６５（５６）４４７４�

庶務課�
内線  ２１１１�

家庭児童相談� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援室�
内線５３０１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 相 談 室 �
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

消 費 者 相 談 �
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�

男女共同参画課
内線５３５２�

場　所相談名 日　時 問合せ

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

３月２０日（火）�
１３：３０～１６：３０�
毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�
毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週水曜日�
１３：００～１７:００�

毎週金曜日�
１３：００～１７:００�

毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

３月９日（金）�
１３：００～１７：００�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

児童課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０

（予約制）�

ポルトガル語�

中 国 語 �

男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

市民証明コーナー�
（りんご庁舎２階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

� 心
配
ご
と
相
談�

外
国
語
相
談�

高齢者福祉相談� りんご庁舎２階� 介護高齢課�
内線５３８４�

相談は無料、秘密は厳守します。�各種相談所�

� 2007.3.1［広報いいだ］�

福祉事務所�
福祉課・児童課・介護高齢課�

は�

りんご庁舎２階�

にあります。�

本町１丁目再開発ビル�

■問合せ　情報推進課　情報システム係　内線2227

◆登録上の注意�
○すべての情報が必要な場合は、そ
　れぞれ登録をしてください。�
○携帯電話の設定でインターネット
　からのメールの受信拒否をしてい
　る場合は、city.iida.nagano.jp を
　受信したいメールドメインの項目
　に登録してください。�

　市では「誰もが安心して暮らせる」まちづくりをすすめるため、４月から
緊急情報などのメール配信サービスを始めます。このサービスを利用するた
めには、次のとおり利用者登録が必要です。�

携帯電話またはパソコンから、次のアドレスにメールを送信
してください。（題名や本文を入力する必要はありません）�

返信メールに記載された登録用のホームページのアドレス（URL）をクリックしてください。�

◆登録方法�

火災情報　　　　　　　　　　　　　iida.kj@mpme.jp�

気象・災害警報、事件・事故情報、　iida.jh@mpme.jp
不審者情報、その他の情報�

ガイダンスに従って利用者登録をしてください。登録が完了します。�

登録用QRコード�
火災情報� その他の情報�

◆利用上の注意�
　○メール着信時の携帯端末等通信料は、利用者の負担になります。�
　○メール送信は、通信事業者のシステムによりますので、その状態
　　によりメールの着信に遅れや障害が発生する場合があります。�
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飯田市の人口（2/1現在）■人口＝107,562人（前月比-41）男51,556人／女56,006人  ■世帯＝37,522戸（前月比-14）
発行・編集：飯田市役所企画部情報推進課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４ TEL.０２６５（２２）４５１１  FAX.０２６５（５３）４５１１●インターネット http://www.city.iida.nagano.jp/

大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。�古紙配合率100％白色度70％の再生紙�

三拾六品桜華図（さんじゅうろくひんおうかず）�
（部分）　個人蔵�

弥栄（いやさか）村開拓地の一家�

●開館時間 午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）�

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�

●観 覧 料 一般310円（210円）、高校生200円（150円）、�

 小中学生100円（80円）※（ ）内は20人以上の団体�

展示期間�4月3日C～5月6日A

　毎年桜のシーズンになると、美術博物館の前庭は大勢の花

見客でにぎわいます。�

　お目当ては「安富桜」と呼ばれる桜の古木です。樹齢400年

を超えるといわれるこの桜は、当館の開館よりもはるかに昔

から飯田の歴史を見つめてきました。満開になったときの姿

は実に見事で、その脇に咲くサンシュユの黄色い花が桜の存

在感をいっそう引き立ててくれます。�

　この「安富桜」が華やかに咲き誇る季節に

あわせて、桜にちなんだ展覧会を開催します。

私たち日本人が桜とどのように接し、理解し、

表現してきたのか。桜に込められた先人たち

の感情に少しでも近づきたいと思います。�

〈特別陳列〉�

　桜　－爛漫と愛惜の花－�
らん�まん� あい�せき�

 T he  I i d a  c i t y  I n s t i t u t e  o f  H i s t o r i c a l  Rese r ch

飯 田 市 歴 史 研 究 所�

●開所時間 午前9時～午後5時�
●休 所 日 日・月曜日、祝日�
●歴史研究所では、歴史資料を調査、収集、保存しています。
　所内の閲覧スペースでは、収集した資料をご覧いただけます。
　お気軽にご利用ください。�
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○定価：500円�
○発行予定日　３月10日�
○販売　歴史研究所、市役所２階行政資料コーナー�
※詳細は歴史研究所ホームページをご覧ください�
　ホームページ　http://www.city.iida.nagano.jp/iihr/

　聞き書き報告集「下伊那のなかの満洲⑤」を発行し

ます。この報告集は、満蒙開拓を語りつぐ会が、旧満

州（現在の中国東北部）から帰国した方から聞いた話

を書き留めてまとめたものです。�

　今回は、「八路（はちろ）軍に随行した看護婦」や「開

拓花嫁」、「開拓農民」、「残留婦人」など8人の方の語

りを収録しました。日本を離れる前の町や村の様子、

満州の様子、逃避行、帰国後の生活、戦後の周囲の人々

の変化などが語られています。�

　興味のある方は、第１集～４集もあわせて、ぜひ�

お買い求めください。�

�

茶畑の景色（ちゃばたけのけしき）�
上村・南信濃地区��

静岡県に隣接する遠山郷は、温暖な気候のためお茶の栽培
が盛んです。お茶栽培の北限に位置するので、害虫が少なく、
低農薬での栽培ができ、安心なお茶として評判です。傾斜地
にひらかれた茶畑は、美しい景観をつくっています。�
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